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発
行
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高
塔
山
を
源
に
す
る
旧
栄
盛
川
の
水

は
、
北
湊
町
で
暗
渠
に
く
ぐ
っ
て
い
る
。

昭
和
の
は
じ
め
ご
ろ
に
、
旧
制
若
松

中
学
校
に
通
っ
た
人
た
ち
は
今
の
大
井

戸
通
り
の
峠
を
下
り
る
と
、
道
の
す
ぐ

右
側
が
海
岸
の
バ
ラ
瀬
で
、
川
は
こ
こ

に
流
れ
込
ん
で
い
た
の
を
知
っ
て
い
る

は
ず
だ
。

そ
こ
か
ら
先
は
人
家
も
ま
ば
ら
で
、

夜
に
で
も
な
れ
ば
人
通
り
は
ほ
と
ん
ど

な
か
っ
た
。

絵
・
文
　
片
山
　
正
信
氏

（
昭
和
49
年
10
月
１
日
発
行

　
　
　
　
　
　
　
版
画
若
松
百
景
よ
り
）

税
理
士
会
若
松
支
部

若

松

納

貯

連

合

会

（
公
社
）若 

松 

法 

人 

会

若

松

青

色

申

告

会

若

松

間

税

会

若

松

税

務

相

談

所

中

間

商

工

会

議

所

芦

屋

町

商

工

会

水

巻

町

商

工

会

岡

垣

町

商

工

会

遠

賀

町

商

工

会

旧
栄
盛
川

中尾寿子  税理士事務所
税 理 士 　中 尾 寿 子

遠賀郡岡垣町東山田１丁目１番14－201号
ＴＥＬ ２８２－２８２５
ＦＡＸ ２８３－１８１７

中村悦郎  税理士事務所
税 理 士 　中 村 悦 郎
北九州市若松区白山１丁目7番3号

ＴＥＬ 771－4355
ＦＡＸ 761－6603

仁部義宏税理士事務所
税 理 士 　仁 部 義 宏
中間市岩瀬１丁目８番１号
ＴＥＬ ２４６－１７０３
ＦＡＸ ２４６－１７０４

髙司　靖  税理士事務所
税 理 士 　髙 司 　 靖
中間市岩瀬西町４番３９号
ＴＥＬ ２４５－５４９１
ＦＡＸ ２４５－５４９２

平島靖元税理士事務所
税 理 士 　平 島 靖 元
北九州市若松区本町3丁目2番23号

ＴＥＬ ７５１－３０２１
ＦＡＸ ７５１－５２７９

松田剛和税理士事務所
税 理 士 　松 田 剛 和
遠賀郡遠賀町旧停1丁目4番7号

ＴＥＬ ２９１－５６０１
ＦＡＸ ２９１－５６０２
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秋
の
深
ま
り
に
つ
れ
て
、
ち
ょ
っ
と

感
傷
的
に
な
っ
た
り
知
識
欲
が
頭
を
も

た
げ
て
き
た
り
し
が
ち
で
す
。「
い
や
、

私
は
何
と
い
っ
て
も
食
欲
！
」
と
い
う
方
も
？
今
年
の
秋

は
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
な
ど
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　「
ク
ラ
シ
ッ
ク
は
敷
居
が
高
く
て
」
と
お
っ
し
ゃ
る
方
、

そ
ん
な
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
後
期
ロ
マ
ン
派
と
呼
ば

れ
る
十
九
世
紀
後
半
ま
で
は
口
ず
さ
め
る
様
な
親
し
み
や

す
い
メ
ロ
デ
ィ
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
早
速

時
代
に
沿
っ
て
バ
ロ
ッ
ク
音
楽
か
ら
。
十
七
世
紀
初
頭
、

宗
教
改
革
に
よ
っ
て
教
会
は
そ
の
威
厳
を
保
つ
た
め
に

増
々
華
美
に
な
り
、
そ
こ
で
演
奏
さ
れ
る
教
会
音
楽
も
華

麗
な
曲
が
増
え
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
時
代
に
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
等
の
弦
楽
器
の
製
造
技
術
も
大
き
く
進
歩
し
作
曲
家
の

技
量
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
イ
タ
リ
ア
で

赤
毛
の
司
祭
と
呼
ば
れ
て
い
た
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
は
生
涯

で
六
百
曲
以
上
の
楽
曲
を
書
き
ま
し
た
が
、
最
も
有
名
な

の
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
「
四
季
」
で
し
ょ
う
。
春
か
ら

冬
の
四
曲
を
そ
れ
ぞ
れ
急
緩
急
の
三
楽
章
に
分
け
季
節
の

移
り
変
わ
り
と
そ
こ
で
暮
ら
す
庶
民
の
生
活
を
見
事
に
表

現
し
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
特
に
イ
ム
ジ
チ
合
奏
団
に
よ

る
演
奏
が
好
ま
れ
て
い
ま
す
。
イ
ム
ジ
チ
は
こ
れ
ま
で
四

季
だ
け
で
九
回
も
録
音
し
て
い
ま
す
が
、
特
に
三
回
目
の

レ
コ
ー
ド
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
初
の
ミ
リ
オ
ン
セ
ラ―

を
記
録

し
、
こ
の
記
録
は
未
だ
破
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
因
み
に
私

は
一
九
五
九
年
に
録
音
さ
れ
た
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
が

フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
ア
ー
ヨ
の
版
が
一
番
好
き
で
す
。
さ
て
そ

の
こ
ろ
ド
イ
ツ
で
は
そ
の
功
績
の
多
さ
か
ら
大
バ
ッ
ハ
と

呼
ば
れ
る
ヨ
ハ
ン
・
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
バ
ッ
ハ
が
活
躍
し

雑
談
室

て
い
ま
し
た
。
有
名
な
曲
は
数
あ
れ
ど
、
管
弦
楽
組
曲
第

三
番
の
中
で
の
一
曲
が
Ｇ
線
上
の
ア
リ
ア
と
し
て
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。
因
み
に
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
Ｇ
線
の
み
で
演

奏
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
と
い
う
の
は
誤
っ
た
情
報
で
、

移
調
し
た
ら
Ｇ
線
だ
け
で
演
奏
で
き
た
と
い
う
結
果
論
で

後
年
付
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
そ
ろ
そ
ろ
な
じ
み
深
い
古
典
派
に
行
き
ま
し
ょ
う
。
十

九
世
紀
初
頭
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
オ
ス
マ
ン
帝
国
を
破
り

す
。
し
か
し
百
曲
以
上
の
交
響
曲
を
書
い
た
ハ
イ
ド
ン
の

中
で
有
名
な
曲
は
？
と
言
っ
て
も
ピ
ン
と
来
な
い
方
が
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
と
い
う
の
も
無
理
は
な
い

話
で
、
少
し
意
表
を
突
い
た
曲
が
多
く
、「
告
別
」
と
い
う

曲
は
何
度
も
演
奏
を
リ
ク
エ
ス
ト
さ
れ
な
か
な
か
帰
れ
な

い
楽
団
の
為
に
演
奏
者
が
一
人
ず
つ
席
を
立
っ
て
い
な
く

な
る
演
出
を
取
り
入
れ
た
り
、「
驚
愕
」
と
い
う
曲
で
は
演

奏
中
に
居
眠
り
す
る
貴
族
を
起
こ
す
た
め
突
然
大
音
量
で

大
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
す
な
ど
、
ひ
ね
く
れ
た
？
曲
の
方
が

有
名
で
す
。「
英
雄
」の
タ
イ
ト
ル
で
有
名
な
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
の
交
響
曲
第
三
番
は
も
と
も
と
フ
ラ
ン
ス
革
命
で
の
ナ

ポ
レ
オ
ン
を
讃
え
る
た
め
に
作
ら
れ
「
ボ
ナ
パ
ル
ト
」
と

名
付
け
ら
れ
ま
し
た
が
、後
に
皇
帝
と
な
り
独
裁
者
と
な
っ

た
事
を
嫌
い
「
あ
る
英
雄
の
た
め
に
」
と
改
変
さ
れ
ま
し

た
。
因
み
に
ロ
シ
ア
の
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
は
ナ
ポ
レ
オ
ン

が
ロ
シ
ア
に
攻
め
込
む
も
の
の
ロ
シ
ア
軍
の
戦
術
に
は
ま

り
惨
敗
し
た
こ
と
を
祝
い1812

年
序
曲
を
作
曲
し
ま
し

た
。
ど
う
も
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
作
曲
家
か
ら
は
嫌
わ
れ
て
い

た
よ
う
で
す
。

　
さ
て
大
急
ぎ
で
ロ
マ
ン
派
。
十
九
世
紀
後
半
に
か
け
て

の
こ
の
時
代
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
、
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
、
ワ

グ
ナ
ー
等
と
て
も
多
く
の
作
曲
家
が
活
躍
し
ま
す
が
、
祖

国
を
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
す
る
ピ
ア
ノ
の
詩
人
と
呼
ば
れ
た

シ
ョ
パ
ン
は
皆
さ
ん
の
知
る
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。
特
に
ロ
シ

ア
の
圧
政
が
続
く
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
市
民
が
立
ち
上
が
っ
た

十
一
月
蜂
起
に
共
感
し
て
作
ら
れ
た
革
命
の
エ
チ
ュ
ー
ド

は
彼
の
祖
国
へ
の
熱
い
思
い
が
垣
間
見
れ
ま
す
。
そ
し
て

現
在
、
地
球
上
の
全
て
の
人
々
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

時
代
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。

（
猫
介
）

ハ
ン
ガ
リ
ー
を
手
中
に
し
、
そ
の
都
ウ
イ
ー
ン
は
栄
光
に

包
ま
れ
た
音
楽
の
都
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
頃
は
世
界
の

中
で
の
音
楽
の
中
心
は
イ
タ
リ
ア
か
ら
ド
イ
ツ
に
移
り
、

オ
ペ
ラ
が
重
用
さ
れ
た
時
代
か
ら
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
駆
使

し
た
器
楽
曲
に
流
行
が
移
っ
て
い
ま
し
た
。
交
響
曲
の
父

と
呼
ば
れ
た
ハ
イ
ド
ン
、
神
童
と
知
ら
れ
た
モ
ー
ツ
ァ
ル

ト
、
そ
し
て
芸
術
家
と
言
わ
し
め
た
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
。

知
ら
な
い
者
は
い
な
い
と
も
言
え
る
大
作
曲
家
の
時
代
で

芸
術
の
秋
に
あ
や
か
っ
て
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《
年
途
中
で
土
地
の
売
買
を
し
た
場
合
》

Q
　
　
私
は
令
和
４
年
12
月
22
日
に
、自
己
所
有
地
の
売
買
契
約
を
締
結
し
、翌
年
の

令
和
５
年
1
月
10
日
に
買
主
へ
の
所
有
権
移
転
登
記
を
済
ま
せ
ま
し
た
。

　
　
　
令
和
５
年
度
の
固
定
資
産
税
は
、誰
に
課
税
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

A
　
　
令
和
５
年
度
の
固
定
資
産
税
は
、あ
な
た
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
り
、土
地
・
家
屋
は
そ
の
年
の
1
月
1
日（
賦
課
期
日
）

現
在
、登
記
簿
に
所
有
者
と
し
て
登
記
さ
れ
て
い
る
人
に
対
し
て
、当
該
年
度
の
固

定
資
産
税
を
課
税
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

《
住
宅
を
新
築
し
た
場
合
》

Q
　
　
私
は
令
和
元
年
９
月
に
住
宅
を
新
築
し
ま
し
た
が
、令
和
５
年
度
分
か
ら
固
定

資
産
税
が
急
に
高
く
な
り
ま
し
た
。な
ぜ
で
し
ょ
う
か
？

A
　
　
新
築
の
住
宅
が
一
定
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
場
合
、新
た
に
固
定
資
産
税
が
課

税
さ
れ
る
年
度
か
ら
３
年
度
分（
地
上
３
階
建
以
上
の
中
高
層
耐
火
住
宅
等
は
５

年
度
分
。た
だ
し
、長
期
優
良
住
宅
に
該
当
す
る
場
合
は
、各
２
年
度
分
延
長
さ

れ
ま
す
。）は
、一
戸
当
た
り
1
2
0
㎡
ま
で
の
固
定
資
産
税（
家
屋
分
）が
２
分
の

１
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
あ
な
た
の
場
合
は
、令
和
２・３・４
年
度
の
相
当
部
分
の
税
額
が
２
分
の
１
に
減

額
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、令
和
５
年
度
は
減
額
適
用
期
間
が
終
了
し
た
こ
と
に
よ

り
、本
来
の
税
額
に
戻
っ
た
た
め
で
す
。

　
　
※
固
定
資
産
税
の
制
度
に
つ
い
て
詳
し
い
ご
説
明
が
必
要
な
場
合
は
、お
住
ま
い
の

市
町
村
の
固
定
資
産
税
窓
口
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

《
福
岡
県
と
県
内
全
市
町
村
か
ら
の
お
知
ら
せ
》

〜
事
業
主
の
皆
さ
ま
へ
〜

◆
福
岡
県
内
全
市
町
村
は
、個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
を
徹
底
し
て
い
ま
す
！

　
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
と
は
、所
得
税
の
源
泉
徴
収
と
同
様
に
、給
与
支
払
者
で
あ
る
事

業
主
の
方
が
、従
業
員
の
方
に
毎
月
支
払
う
給
与
か
ら
個
人
住
民
税
を
差
し
引
き
、納
税
義
務

者
で
あ
る
従
業
員
の
方
に
代
わ
っ
て
市
町
村
に
納
入
し
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

　
特
別
徴
収
は
、従
業
員
の
方
が
自
分
で
金
融
機
関
等
に
納
税
に
行
く
手
間
が
省
け
ま
す
し
、納

税
を
忘
れ
て
滞
納
と
な
っ
た
り
、延
滞
金
が
か
か
る
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、税
額
計
算
は
市
町

村
で
行
い
ま
す
の
で
、所
得
税
の
よ
う
に
事
業
主
の
方
が
毎
月
計
算
す
る
手
間
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
原
則
と
し
て
全
て
の
従
業
員
の
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
が
、県
内
市
町
村
統
一
で
設
定
し
た
基

準
に
該
当
し
、か
つ
、特
別
徴
収
が
困
難
な
従
業
員
の
方
が
い
る
場
合
は
、給
与
支
払
報
告
書
を

提
出
す
る
際
に「
普
通
徴
収
申
請
書
」に
よ
る
手
続
き
を
行
う
こ
と
で
特
別
徴
収
を
行
わ
な
い
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
手
続
き
が
な
い
場
合
は
特
別
徴
収
と
な
り
ま
す
。該
当
す
る
場
合
は
お
手
続
き
を
お
忘

れ
な
く
！

　
詳
し
く
は
福
岡
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　「
個
人
住
民
税
　
特
別
徴
収
推
進
の
ひ
ろ
ば
」　
福
岡
県

　特
別
徴
収
推
進

　検
索

お
問
い
合
わ
せ
先

　【
制
度
に
関
す
る
こ
と
】

　
　
福
岡
県
税
務
課
指
導
係

　
　
☎
0
9
2
・
6
4
3
・
3
0
６
６

　【
手
続
き
に
関
す
る
こ
と
】

　
　
各
市
町
村
個
人
住
民
税
担
当
課

県
税
だ
よ
り

↑

令和５年度　「税を考える週間」　行事日程表

これからの社会に向かって

受贈者の皆様、おめでとうございます

若松税務署長　感謝状受贈者　　小林　香織　（九州北部税理士会若松支部）

若松税務署長　感謝状受贈者　　芦屋町役場　税務課

若松税務署長　感謝状受贈者　　北九州市財政局　西部市税事務所　若松税務課

　国税庁では、国民の皆様に租税の意義や役割、税務行政に対する知識と理解を深めていた
だくため、１年を通じて租税に関する啓発活動を行っており、毎年11月11日から17日を「税
を考える週間」として、集中的に様々な広報広聴施策を実施しています。
　国税庁ホームページ内に「これからの社会に向かって」をテーマとした特設ページを設け
ておりますので、是非、ご覧ください。

月 日 曜 行　事　名 開始 終了 主　　催 場　　所

11 3 金 バス研修 9：00 18：00 若松法人会 大分県日田市

11 14 木 ラジオ放送「明日への扉」 11：00 12：00 若松法人会 エアステーションひびき

11
10
〜
14

金
〜
火

小学生の税の書道展
（最終日は 15 時まで） 9：30 20：00 若松税務推進協議会 サンリブ若松１階

催事場

11 17 金 税の無料相談会 10：00 15：00 中間・遠賀郡４町
商工会

ゆめタウン遠賀１階
フードコート

11 26 日 バス研修 9：00 18：00 間税会 大分県日田市

11 29 水 税務研修会（若松税務署長） 15：00 16：00 税理士会、法人会及び
間税会青年部

若松税務署
４階大会議室

11
中旬～
下旬

納税表彰（表敬訪問） － －

若松税務署 各表彰場所
表彰校税に関する高校生の作文表彰 － －

租税教育推進校表彰 － －

12 中旬 中学生の税についての
作文表彰 － － 若松納税貯蓄組合連合会

若松税務署 表彰校

～「税を考える週間」とは～
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間
税
会

税
理士会

免税事業者が令和５年10月１日から令和11年９月30日の属する課税期間において令和５年10月
２日以後にインボイス発行事業者となる場合には登録申請書に登録希望日（提出日から15日以
降）を記載する必要があり、当該登録希望日に登録されたものとみなされます。詳しくは税理士
にご相談ください。

税 理 士 会 若 松 支 部（五十音順）

税理士法人
名　　　　　称 事　務　所　所　在　地 電　話

２８２-７９１３九思税理士法人　福岡事務所 遠賀郡岡垣町旭台３丁目２番４号
７６１-４１２５税 理 士 法 人 　 竹 内 会 計 北九州市若松区白山１丁目９番４号

６１６-８２１８ア ネ ー ラ 税 理 士 法 人
アネーラ税理士法人　中間事務所

北九州市若松区ひびきの１番８号 北九州学術研究都市事業化支援センター３階
２４５-１６００中間市東中間2丁目19番28号

電　　話事　務　所　所　在　地氏　　名電　　話事　務　所　所　在　地氏　　名
２８３-２４４５穴井　秀幸 遠賀郡岡垣町中央台１丁目１１番９号

２４３-１１８８井浦　幹夫 中間市東中間１丁目７番３号 ７４１-５７７５田口　真崇 　　  〃　　　  小敷ひびきの３丁目５番１号
　　　　　　   田口和博税理士事務所

２８１-５００５石田　光明 遠賀郡岡垣町戸切１３８７ ７６１-４１２５竹内　清二 　　  〃　　　  白山１丁目９番４号
　　　　　　　税理士法人　竹内会計

２４５-６７４８石田　義英 中間市中央２丁目５番２３号 090
8625-7000藤堂　信司

２４５-４３７２伊藤　道夫 　 〃 　弥生1丁目１４番４３号 ７５１-００３０時永　昌和 北九州市若松区白山１丁目１８番６号
　　　　　　　　　　　　アイビル２F

２８２-２８２５中尾　寿子 遠賀郡岡垣町東山田１丁目
　　　　　　　　　　１番１４ー２０１号７４２-２９１０猪原　清典 北九州市若松区青葉台西３丁目22番５号

７９１-６８７７中村　　誠 　　  〃　　　  東二島５丁目９番
　　　　　　　　　　　  ２２ー２０７号

７６１-４１２５中村　淑恵 　　  〃　　　  白山１丁目９番４号
　　　　　　　税理士法人　竹内会計

２０１-１６７１宇野　耕一 遠賀郡水巻町緑ヶ丘２丁目４番６号

２８２-７９１３植園大佳詞 遠賀郡岡垣町旭台３丁目２番４号

２８２-５７９２西澤　　勉

９８０-４４２５大津　康裕 北九州市若松区東二島５丁目１４番６９号

２４６-１７０３仁部　義宏 　〃　岩瀬１丁目８番１号
　　　　　　東海倶楽部Ⅰー２０３号

大塚　克己 中間市中間1丁目8番1号-202号

７５１-０７０５能美　雅昭

７９１-７００５小野　益博 　　  〃  　　　片山１丁目６-１-１０２号

７４１-４４０３岡部　勝成 　　  〃  　　　大字大鳥居４２５

２０３-３００１片山　和博 遠賀郡水巻町梅ノ木団地４１番１７号
　　　　　　　　　　　 K＆Kビル２F

５５３-０２９０野上　浄治

７０１-４１８０加藤　博道 　〃 　遠賀町大字別府3178番地３

　　  〃  　　旭南１７番６号 ２８３-４０２７野末　昌資２４６-１６８５工藤　泰則 中間市中間３丁目１８番５号

２８２-２８２５久保田浩一 ７６１-６９９３濵﨑　　恭 北九州市若松区本町３丁目１１番１号
　 ベイサイドプラザ若松本館４F坂根洋輔税理士事務所

２８２-２４９６倉地　和敏 　　  〃    　南高陽６番１２号 ２０１-６４６１原　　和枝

７９１-５８８１古後　和弘 北九州市若松区鴨生田３丁目１４番５号

６１６-８２１８小竹エリナ 　　　〃　　　 ひびきの１番８号-３階
　　　　　　　アネーラ税理士法人 ２４４-５６０８久野　靖典

２８２-２８２５小林　香織 遠賀郡岡垣町東山田１丁目１番１４-２０１号
　　　　　　中尾寿子税理士事務所

遠賀郡岡垣町東山田１丁目１番１４-２０１号
　　　　　　中尾寿子税理士事務所

２８３-２３４５深田　満子２０１-５５９１近藤　邦雄 　〃　 水巻町頃末南３丁目１９番２５号

２９３-３９４５古津　　剛

２４４-４４５１坂口　充笑 中間市大字下大隈１７０３番地

７４１-２７６５堀江　祐治

７０１-３０７８坂口　誠一 北九州市若松区用勺町30番６号

２９１-５６０１松田　剛和

７６１-６９９３坂根　洋輔 　　  〃    　　本町３丁目１１番１号
　　　ベイサイドプラザ若松本館４F

中間市小田ヶ浦１丁目１番１７号

遠賀郡岡垣町東山田１丁目１０番４０号

９８０-２１９０西田　　均 　〃 　水巻町宮尾台５番１２号

２４４-１０２０西原　正司 中間市鍋山町５番２０号

７７１-４３５５中村　悦郎 北九州市若松区白山1丁目7番3号

北九州市若松区中川町３番２５号

遠賀郡岡垣町野間２丁目２番４号

遠賀郡岡垣町大字高倉５７５番地

７４１-４８９４藤本　泰秀 北九州市若松区青葉台東１丁目７番24号

遠賀郡水巻町頃末南２丁目４番１６号

中間市桜台２丁目１４番５号

遠賀郡遠賀町松の本５丁目１０番１８号

北九州市若松区青葉台南３丁目６番４号

６１６-８２１８松木摩耶子

７４１-５５５６樋口　之春 北九州市若松区高須東４丁目６番22号

遠賀郡遠賀町旧停１丁目４番７号

松原　友慈 　 〃　 芦屋町高浜町18番40号

山形　大輔 北九州市若松区高須東４丁目６番22号

森岡　政志 遠賀郡岡垣町旭南１６番１３号

中間市東中間2丁目19番28号
　　　アネーラ税理士法人 中間事務所 ２４５-１６００武藤　　淳

５５５-１８９４澤田　一弘 　　  〃    　　青葉台西５丁目１７番２号

４８２-８２７７塩野谷直紀 遠賀郡岡垣町大字内浦１５０番地１

７５１-３０２１平島　靖元 北九州市若松区本町３丁目２番23号

２９３-９２７８白石　哲則 　　  〃   　　大字上別府５９４番地

２９３-７１３７城野　博美 遠賀郡遠賀町芙蓉２丁目６番11号

９８０-１１３５鈴木　良樹

柴田　拓保 北九州市若松区本町1丁目９番８号
　　　   　　　 プレステージ本町301号

８６３-０１７５

７０１-６７８０

山根　慎一７０１-３５６７副田　義男 北九州市若松区二島６丁目４番５５号
　　　　　　　　　　第５竹ビル３階

中間市土手ノ内３丁目３５ー２７

遠賀郡水巻町中央９－２６－２F

中間市鍋山町１６番１号 ２４５-５８５７吉田　秀樹

090
2732-6266

090
9656-0750

090
8268-9579

７４１-５７７５田口　和博 北九州市若松区小敷ひびきの３丁目
　　　　　　                     ５番１号

２８３-０３８０木村　博俊 　〃 　岡垣町旭台3丁目11番4号

050
5211-7461

２４５-５４９１髙司　　靖 中間市岩瀬西町４番３９号

　　　〃　　　 ひびきの１番８号-３階
　　　　　　　アネーラ税理士法人

２８２-１６７５高瀬　浩司 遠賀郡岡垣町公園通り1丁目１０番１５号

インボイス制度開始後の登録手続き
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法
人
会

　
令
和
五
年
八
月
四
日
（
金
）、
社
会
貢
献
、
税
の
研

修
及
び
参
加
者
相
互
の
交
流
を
目
的
に
「
ぶ
ど
う
の

樹
」
に
お
い
て
約
二
百
名
の
参
加
を
い
た
だ
き
、「
夏

の
夕
べ
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
岡
部
会
長
の
開
催
挨
拶
、
水
巻
町
長
美
浦
喜
明
様

の
来
賓
挨
拶
、
若
松
区
長
奥
野
静
人
様
に
よ
る
乾
杯

で
開
始
し
ま
し
た
。

　
間
税
会
に
よ
る
税
金
ク
イ
ズ
で
は
若
松
税
務
署
提

供
の
問
題
に
各
テ
ー
ブ
ル
単
位
で
参
加
し
、
難
問
を

勝
ち
抜
い
た
テ
ー
ブ
ル
に
は
賞
品
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

の
池
端
克
章
さ
ん
と
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
乙
藤
健
太

さ
ん
に
よ
る
演
奏
で
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
恒
例
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
行
事
は
本
年
七
月

豪
雨
に
伴
う
被
害
に
対
す
る
支
援
を
目
的
に
社
会
貢

献
委
員
会
及
び
女
性
部
会
に
よ
る
「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

販
売
」
で
地
元
物
産
の
販
売
を
行
い
、
二
十
分
で
完

売
し
、
久
留
米
市
に
義
援
金
と
し
て
寄
贈
す
る
予
定

で
す
。

岡部憲昭会長挨拶

美浦喜明水巻町長来賓挨拶

アトラクションで会場は盛り上がりました！

会員の集い

令和５年度  「夏の夕べ」開催

岡部憲昭会長挨拶

美浦喜明水巻町長来賓挨拶

アトラクションで会場は盛り上がりました！ 上田和明青年部会長挨拶

間税会による税金クイズ

納
貯
連

中
学
生
の「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

全
国
審
査
対
象
作
品（
賞
未
定
）

「
小
さ
な
税
金
、大
き
な
税
金
」

若
松
中
学
校

　三
年

　都
留

　
　宝

若
松
の
一
部
の
地
域
で
は
、民
間
バ
ス
と
は
異
な

る
市
営
バ
ス
が
走
って
い
る
。か
つ
て
、民
間
バ
ス
が
走

っ
て
い
た
コ
ー
ス
も
、赤
字
が
続
い
た
た
め
路
線
が
廃

止
と
な
り
、市
が
引
き
継
い
で
運
行
し
て
い
る
そ
う

だ
。赤
字
だ
か
ら
と
いって
、運
賃
が
引
き
上
げ
ら
れ

る
こ
と
も
な
く
、従
来
通
り
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。

民
間
レ
ベル
で
考
え
れ
ば
、赤
字
で
廃
止
と
な
っ
た
路

線
を
引
き
継
ぐ
こ
と
は
、な
か
な
か
難
し
い
。も
と

も
と
利
用
客
の
少
な
か
っ
た
地
域
な
の
だ
か
ら
、経

営
の
や
り
方
を
う
ま
く
変
え
た
と
し
て
も
、黒
字
化

は
見
込
め
な
い
。ま
し
て
や
、運
賃
を
据
え
置
く
と

な
る
と
な
お
さ
ら
だ
。

お
金
の
損
得
よ
り
も
、そ
こ
で
生
活
す
る
人
た
ち

の
利
便
性
を
考
え
、で
き
る
限
り
の
手
助
け
を
す

る
。こ
れ
が
、行
政
が
行
う
優
し
い
サ
ー
ビ
ス
で
あ

り
、税
金
の
優
し
い
使
い
方
な
の
か
も
し
れ
な
い
。た

と
え
、「
と
て
も
助
か
って
い
る
よ
」と
い
う
喜
び
の
声

が
少
な
か
っ
た
と
し
て
も
、税
金
に
し
か
で
き
な
い
小

さ
な
サ
ー
ビ
ス
な
の
だ
と
思
う
。

夏
の
暑
い
日
、近
く
の
公
園
を
作
業
着
で
清
掃
し

て
い
る
人
を
見
か
け
た
。太
陽
の
日
差
し
を
浴
び
て

こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
に
勢
い
よ
く
伸
び
き
っ
た
雑
草
を

汗
だ
く
に
な
って
刈
って
い
た
。自
分
た
ち
が
公
園
を

汚
さ
な
い
よ
う
に
し
て
も
、公
園
に
は
定
期
的
な
清

掃
が
必
要
だ
。た
と
え
ば
雑
草
と
同
じ
よ
う
に
、公

園
で
は
木
々
の
枝
葉
も
伸
び
て
く
る
。そ
こ
に
鳥
が

止
ま
れ
ば
、無
数
の
フ
ン
を
落
と
し
て
い
く
。風
の
強

い
日
に
は
、ど
こ
か
ら
か
飛
ん
で
き
た
ゴ
ミ
た
ち
が
、

公
園
の
隅
に
重
な
る
よ
う
に
た
ま
っ
て
い
く
。季
節

が
変
わ
る
と
、今
度
は
枯
れ
葉
が
公
園
を
お
お
い
尽

く
す
。黙
って
い
て
も
、公
園
は
自
然
と
汚
れ
て
い
く

の
だ
。だ
け
ど
、自
分
た
ち
が
散
ら
か
し
た
わ
け
で

は
な
い
の
で
、な
か
な
か
掃
除
を
し
よ
う
な
ん
て
思
い

立
た
な
い
。そ
れ
で
も
、誰
か
が
掃
除
を
し
な
け
れ

ば
、や
が
て
公
園
自
体
が
使
え
な
く
な
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し
ま
う
。

や
っ
ぱ
り
、損
得
な
ん
か
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ゃ
な
い
。公
園
で
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び
、

く
つ
ろ
ぐ
人
た
ち
の
使
い
や
す
さ
を
考
え
、で
き
る

限
り
の
手
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け
を
す
る
。こ
こ
に
も
、行
政
の
優
し

さ
、税
金
の
優
し
さ
が
表
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て
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る
。そ
れ
だ
け
じ
ゃ

な
く
、掃
除
を
し
て
く
れ
る
人
た
ち
を
雇
用
す
る
こ

と
で
経
済
効
果
も
期
待
で
き
る
。ま
さ
に
、税
金
に

し
か
で
き
な
い
小
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な
サ
ー
ビ
ス
。

校
区
の
丘
か
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見
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広
大
な
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、
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自
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や
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が
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れ
る
外
国
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援
助
な
ど
、税
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は
税
金
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。
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近
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。

若
松
税
務
署
長
賞

「
豊
か
さ
へ
の
架
け
橋
」

向
洋
中
学
校

　三
年

　井
上

　胡
弥

私
は
税
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は
、国
や
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与
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に
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に
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に
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滞
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滞
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。
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さ
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こ
と

に
よ
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ウ
エ
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ト
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
は
全
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で
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プ
ク
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の
治
安
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い
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に
な
って
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る
。
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税
金
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聞
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ぶ
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は「
消
費
税
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。消
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に
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財
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で
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景
気
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に
左
右
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に
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い
た
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適
し
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パ
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セ
ン
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引
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ら
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背
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少
子
高
齢
化
だ
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々
が
受

益
す
る
社
会
保
障
は
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ゆ
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負
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を
分

か
ち
合
い
な
が
ら
今
の
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代
で
賄
う
必
要
が
あ
る
。
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齢
化
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と
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、対
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者
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高
齢
者
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心
と
な
っ
て
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た
社
会
保
障
制
度

を
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充
し
、子
育
て
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代
な
ど
の
た
め
に
も
使
え
る

よ
う「
全
世
代
型
」へ
の
転
換
を
図
っ
て
い
る
。そ
し

て
消
費
税
率
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、待

機
児
童
の
解
消
や
保
育・幼
児
教
育・高
等
教
育
の

無
償
化
、介
護
職
員
の
処
遇
改
善
な
ど
が
実
現
す

る
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、世
界
各
国
で
は
そ
の
国
や
地
域
の

特
徴
に
合
っ
た
対
策
や
政
策
を
税
金
を
通
じ
て
行

わ
れ
て
い
る
。そ
し
て
そ
れ
は
、私
達
の
生
活
を
よ
り

豊
か
に
し
、生
き
て
い
く
上
で
欠
か
せ
な
い
大
切
な

も
の
に
な
って
い
る
。

世
界
や
日
本
の
税
金
に
つ
い
て
調
べ
た
こ
と
を
通

し
て
私
は
、国
民
一
人
ひ
と
り
が
税
金
の
用
途
や
必

要
性
を
理
解
し
、負
担
し
た
り
納
め
た
り
す
る
こ
と

が
大
切
だ
と
感
じ
た
。様
々
な
特
性
に
適
し
た
活
躍

の
場
を
提
供
し
、社
会
の
変
化
に
伴
い
な
が
ら
税
金

の
用
途
も
変
化
し
て
い
く
こ
と
で
、さ
ら
な
る
発
展
へ

繋
が
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。そ
し
て
税
金
で
豊

か
な
国
を
創
って
い
け
る
と
私
は
信
じ
て
い
る
。

中村  誠  税理士事務所

税理士　中村　誠
北九州市若松区東二島5丁目9番22-207号

TEL 791－6877
FAX 791－6877
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　コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
し
て
い
た
バ
ス
ハ
イ
ク
が

九
月
十
一
日
に
四
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
お
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
参
加
者
二

十
四
名
で
糸
島
市
の
観
光
を
楽
し
み
ま
し
た
。

今
ま
で
は
日
曜
日
に
開
催
し
て
い
た
バ
ス
ハ
イ

ク
で
す
が
、
今
回
は
初
の
試
み
で
、
平
日
開
催

と
な
り
ま
し
た
。
平
日
に
も
関
わ
ら
ず
た
く
さ

ん
の
観
光
客
で
に
ぎ
わ
っ
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍

で
今
ま
で
我
慢
し
て
い
た
旅
行
客
が
全
国
各
地

へ
移
動
し
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
た
旅
行
で
も

あ
り
ま
し
た
。

　糸
島
で
は
ま
ず
「
伊
都
菜
彩
」
で
新
鮮
野
菜

や
お
土
産
な
ど
買
い
物
を
楽
し
ん
だ
後
、
次
の

目
的
地
「
浜
池
酒
造
」
で
は
、
色
々
な
種
類
の

お
酒
の
試
飲
を
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。　目

的
地
へ
行
く
ま
で
の
車
中
で
は
、
税
金
ク

イ
ズ
を
出
題
し
、
皆
様
に
解
答
者
と
し
て
参
加

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
消
費
税
に
関
す

る
ク
イ
ズ
は
、
令
和
五
年
十
月
か
ら
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
が
始
ま
る
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
大

変
盛
り
上
が
っ
た
ク
イ
ズ
と
な
り
ま
し
た
。

　昼
食
は
、
糸
島
市
街
に
あ
る
「
割
烹
丸
一
」

に
て
美
味
し
い
会
席
料
理
を
味
わ
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
平
日
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
お
店

の
方
が
貸
し
切
り
に
し
て
く
だ
さ
っ
た
お
か
げ

で
、
他
の
お
客
様
へ
の
気
兼
ね
も
な
く
、
ゆ
っ

く
り
食
事
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　昼
食
後
は
、
国
指
定
重
要
文
化
財
の
櫻
井
神

社
へ
参
拝
し
ま
し
た
。
福
岡
藩
主
二
代
目
黒
田

忠
之
公
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
櫻
井
神
社
で
す

が
、
近
年
は
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
「
嵐
」
の
メ

ン
バ
ー
の
苗
字
と
同
じ
と
い
う
こ
と
で
、
若
い

参
拝
客
も
増
え
た
そ
う
で
す
。
こ
の
日
も
若
者

の
参
拝
者
が
数
組
お
参
り
し
て
い
ま
し
た
。

　最
後
の
観
光
地
「
つ
ま
ん
で
ご
卵
・
緑
の
農

園
」
で
は
少
し
時
間
が
足
り
ず
、
ゆ
っ
く
り
見

て
回
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
事
故

や
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
無
事
に
久
々
の
バ
ス
ハ
イ

ク
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
、
楽
し
く
一
日
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
参
加
い
た
だ
い
た

皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

青
色

申
告
会

四
年
ぶ
り
バ
ス
ハ
イ
ク
を
開
催

　
　
　〜
人
気
ス
ポ
ッ
ト 

糸
島
を
め
ぐ
る
旅
〜

税
務

相
談
所
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法
人
会

　
令
和
五
年
八
月
四
日
（
金
）、
社
会
貢
献
、
税
の
研

修
及
び
参
加
者
相
互
の
交
流
を
目
的
に
「
ぶ
ど
う
の

樹
」
に
お
い
て
約
二
百
名
の
参
加
を
い
た
だ
き
、「
夏

の
夕
べ
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
岡
部
会
長
の
開
催
挨
拶
、
水
巻
町
長
美
浦
喜
明
様

の
来
賓
挨
拶
、
若
松
区
長
奥
野
静
人
様
に
よ
る
乾
杯

で
開
始
し
ま
し
た
。

　
間
税
会
に
よ
る
税
金
ク
イ
ズ
で
は
若
松
税
務
署
提

供
の
問
題
に
各
テ
ー
ブ
ル
単
位
で
参
加
し
、
難
問
を

勝
ち
抜
い
た
テ
ー
ブ
ル
に
は
賞
品
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

の
池
端
克
章
さ
ん
と
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
乙
藤
健
太

さ
ん
に
よ
る
演
奏
で
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
恒
例
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
行
事
は
本
年
七
月

豪
雨
に
伴
う
被
害
に
対
す
る
支
援
を
目
的
に
社
会
貢

献
委
員
会
及
び
女
性
部
会
に
よ
る
「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

販
売
」
で
地
元
物
産
の
販
売
を
行
い
、
二
十
分
で
完

売
し
、
久
留
米
市
に
義
援
金
と
し
て
寄
贈
す
る
予
定

で
す
。

岡部憲昭会長挨拶

美浦喜明水巻町長来賓挨拶

アトラクションで会場は盛り上がりました！

会員の集い

令和５年度  「夏の夕べ」開催

上田和明青年部会長挨拶

間税会による税金クイズ

納
貯
連

中
学
生
の「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

全
国
審
査
対
象
作
品（
賞
未
定
）

「
小
さ
な
税
金
、大
き
な
税
金
」

若
松
中
学
校

　三
年

　都
留

　
　宝

若
松
の
一
部
の
地
域
で
は
、民
間
バ
ス
と
は
異
な

る
市
営
バ
ス
が
走
って
い
る
。か
つ
て
、民
間
バ
ス
が
走

っ
て
い
た
コ
ー
ス
も
、赤
字
が
続
い
た
た
め
路
線
が
廃

止
と
な
り
、市
が
引
き
継
い
で
運
行
し
て
い
る
そ
う

だ
。赤
字
だ
か
ら
と
いって
、運
賃
が
引
き
上
げ
ら
れ

る
こ
と
も
な
く
、従
来
通
り
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。

民
間
レ
ベル
で
考
え
れ
ば
、赤
字
で
廃
止
と
な
っ
た
路

線
を
引
き
継
ぐ
こ
と
は
、な
か
な
か
難
し
い
。も
と

も
と
利
用
客
の
少
な
か
っ
た
地
域
な
の
だ
か
ら
、経

営
の
や
り
方
を
う
ま
く
変
え
た
と
し
て
も
、黒
字
化

は
見
込
め
な
い
。ま
し
て
や
、運
賃
を
据
え
置
く
と

な
る
と
な
お
さ
ら
だ
。

お
金
の
損
得
よ
り
も
、そ
こ
で
生
活
す
る
人
た
ち

の
利
便
性
を
考
え
、で
き
る
限
り
の
手
助
け
を
す

る
。こ
れ
が
、行
政
が
行
う
優
し
い
サ
ー
ビ
ス
で
あ

り
、税
金
の
優
し
い
使
い
方
な
の
か
も
し
れ
な
い
。た

と
え
、「
と
て
も
助
か
って
い
る
よ
」と
い
う
喜
び
の
声

が
少
な
か
っ
た
と
し
て
も
、税
金
に
し
か
で
き
な
い
小

さ
な
サ
ー
ビ
ス
な
の
だ
と
思
う
。

夏
の
暑
い
日
、近
く
の
公
園
を
作
業
着
で
清
掃
し

て
い
る
人
を
見
か
け
た
。太
陽
の
日
差
し
を
浴
び
て

こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
に
勢
い
よ
く
伸
び
き
っ
た
雑
草
を

汗
だ
く
に
な
って
刈
って
い
た
。自
分
た
ち
が
公
園
を

汚
さ
な
い
よ
う
に
し
て
も
、公
園
に
は
定
期
的
な
清

掃
が
必
要
だ
。た
と
え
ば
雑
草
と
同
じ
よ
う
に
、公

園
で
は
木
々
の
枝
葉
も
伸
び
て
く
る
。そ
こ
に
鳥
が

止
ま
れ
ば
、無
数
の
フ
ン
を
落
と
し
て
い
く
。風
の
強

い
日
に
は
、ど
こ
か
ら
か
飛
ん
で
き
た
ゴ
ミ
た
ち
が
、

公
園
の
隅
に
重
な
る
よ
う
に
た
ま
っ
て
い
く
。季
節

が
変
わ
る
と
、今
度
は
枯
れ
葉
が
公
園
を
お
お
い
尽

く
す
。黙
って
い
て
も
、公
園
は
自
然
と
汚
れ
て
い
く

の
だ
。だ
け
ど
、自
分
た
ち
が
散
ら
か
し
た
わ
け
で

は
な
い
の
で
、な
か
な
か
掃
除
を
し
よ
う
な
ん
て
思
い

立
た
な
い
。そ
れ
で
も
、誰
か
が
掃
除
を
し
な
け
れ

ば
、や
が
て
公
園
自
体
が
使
え
な
く
な
って
し
ま
う
。

や
っ
ぱ
り
、損
得
な
ん
か
じ
ゃ
な
い
。公
園
で
遊
び
、

く
つ
ろ
ぐ
人
た
ち
の
使
い
や
す
さ
を
考
え
、で
き
る

限
り
の
手
助
け
を
す
る
。こ
こ
に
も
、行
政
の
優
し

さ
、税
金
の
優
し
さ
が
表
れ
て
い
る
。そ
れ
だ
け
じ
ゃ

な
く
、掃
除
を
し
て
く
れ
る
人
た
ち
を
雇
用
す
る
こ

と
で
経
済
効
果
も
期
待
で
き
る
。ま
さ
に
、税
金
に

し
か
で
き
な
い
小
さ
な
サ
ー
ビ
ス
。

校
区
の
丘
か
ら
見
え
る
広
大
な
埋
め
立
て
地
や
、

芦
屋
基
地
で
見
た
自
衛
隊
の
隊
列
や
、ニュー
ス
が
教

え
て
く
れ
る
外
国
への
援
助
な
ど
、税
金
に
は
税
金

に
し
か
で
き
な
い
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
も
の
も
あ
る
。

自
分
の
体
内
を
つ
ら
ぬ
く
大
動
脈
の
よ
う
に
、国
の

繁
栄
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
。そ
れ
は
そ
れ
で
素
晴

ら
し
い
こ
と
だ
が
、一
方
で
毛
細
血
管
の
よ
う
に
張

り
巡
ら
さ
れ
た
小
さ
な
税
金
も
欠
か
せ
な
い
。

友
の
手
を
握
る
と
温
も
り
を
感
じ
る
。こ
れ
は
、

手
の
ひ
ら
に
無
数
の
血
液
が
流
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

税
金
も
ど
こ
か
血
液
の
巡
り
に
似
て
い
る
よ
う
な
気

が
す
る
。そ
し
て
、小
さ
な
税
金
、身
近
な
税
金
の
方

に
こ
そ
、温
か
み
を
実
感
さ
せ
ら
れ
る
。そ
の
温
か
み

を
生
み
出
す
一
滴
一
滴
は
、泉
の
よ
う
に
湧
き
出
て

く
る
も
の
で
は
な
い
。自
分
た
ち
が
高
い
使
命
を
も
っ

て
、尊
く
作
り
出
し
て
い
く
も
の
な
の
だ
。

若
松
税
務
署
長
賞

「
豊
か
さ
へ
の
架
け
橋
」

向
洋
中
学
校

　三
年

　井
上

　胡
弥

私
は
税
金
と
は
、国
や

人
々
の
心
を
豊
か
に
し
、安

心
や
暮
ら
し
や
す
さ
を
与

え
て
く
れ
る
素
晴
ら
し
い
も

の
だ
と
思
う
。そ
し
て
こ
れ

は
日
本
に
限
ら
ず
、世
界
共

通
で
言
え
る
こ
と
だ
と
私
は
考
え
て
い
る
。

税
金
の
種
類
に
つ
い
て
考
え
た
時
、固
定
資
産
税

や
所
得
税
、消
費
税
、た
ば
こ
税
な
ど
日
本
の
税
金

だ
け
が
思
い
浮
か
び
、外
国
の
税
金
に
つい
て
全
く
知

ら
な
い
と
い
う
事
実
に
気
付
い
た
。そ
こ
で
私
は
、世

界
の
税
金
に
つい
て
調
べ
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

調
べ
た
中
で
特
に
感
銘
を
受
け
た
も
の
が
二
つ
あ

る
。一

つ
目
は
、イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ン
ド
ン
で
導
入
さ
れ
て

い
る「
渋
滞
税
」だ
。こ
れ
は
、決
め
ら
れ
た
時
間
に

決
め
ら
れ
た
区
域
を
走
行
す
る
車
に
対
し
て
税
金

を
課
す
と
い
う
も
の
で
、渋
滞
緩
和
や
大
気
汚
染
の

解
消
な
ど
を
目
的
と
し
て
い
る
。導
入
さ
れ
た
翌
年

に
は
渋
滞
が
約
三
十
パ
ー
セ
ン
ト
も
減
少
し
、一
定

の
効
果
を
得
る
税
金
と
な
って
い
る
。

二
つ
目
は
、ア
メ
リ
カ
の
ウ
エ
ス
ト
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
で

導
入
さ
れ
て
い
る
。「
光
お
も
ち
ゃ
税
」だ
。こ
れ
は
、

お
も
ち
ゃ
の
光
線
銃
や
花
火
な
ど
の
光
を
発
す
る

お
も
ち
ゃ
を
課
税
の
対
象
と
し
た
も
の
で
、銃
を
持

っ
て
い
る
こ
と
が
珍
し
く
な
い
ア
メ
リ
カ
で
、子
供
の

頃
か
ら
銃
が
身
近
に
な
い
環
境
を
つ
く
る
こ
と
で
銃

犯
罪
や
凶
悪
犯
罪
を
減
少
さ
せ
、治
安
を
向
上
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。導
入
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、現
在
の
ウ
エ
ス
ト
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
は
全
米
で

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
治
安
が
良
い
州
に
な
って
い
る
。

私
達
の
住
む
日
本
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。私
が
税
金

と
聞
い
て
ま
ず
思
い
浮
か
ぶ
の
は「
消
費
税
」だ
。消

費
税
は
、特
定
の
世
代
に
負
担
が
偏
ら
な
い
財
源
で

あ
り
、税
収
が
景
気
の
変
化
に
左
右
さ
れ
に
く
い
た

め
、社
会
保
障
の
安
定
財
源
と
し
て
適
し
て
い
る
。

ま
た
、消
費
税
率
が
十
パ
ー
セ
ン
ト
に
引
き
上
げ
ら

れ
た
背
景
に
あ
る
の
は
少
子
高
齢
化
だ
。人
々
が
受

益
す
る
社
会
保
障
は
、あ
ら
ゆ
る
世
代
で
負
担
を
分

か
ち
合
い
な
が
ら
今
の
世
代
で
賄
う
必
要
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、少
子
高
齢
化
政
策
と
し
て
、従
来
、対
象

者
が
高
齢
者
中
心
と
な
っ
て
い
た
社
会
保
障
制
度

を
拡
充
し
、子
育
て
世
代
な
ど
の
た
め
に
も
使
え
る

よ
う「
全
世
代
型
」へ
の
転
換
を
図
っ
て
い
る
。そ
し

て
消
費
税
率
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、待

機
児
童
の
解
消
や
保
育・幼
児
教
育・高
等
教
育
の

無
償
化
、介
護
職
員
の
処
遇
改
善
な
ど
が
実
現
す

る
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、世
界
各
国
で
は
そ
の
国
や
地
域
の

特
徴
に
合
っ
た
対
策
や
政
策
を
税
金
を
通
じ
て
行

わ
れ
て
い
る
。そ
し
て
そ
れ
は
、私
達
の
生
活
を
よ
り

豊
か
に
し
、生
き
て
い
く
上
で
欠
か
せ
な
い
大
切
な

も
の
に
な
って
い
る
。

世
界
や
日
本
の
税
金
に
つ
い
て
調
べ
た
こ
と
を
通

し
て
私
は
、国
民
一
人
ひ
と
り
が
税
金
の
用
途
や
必

要
性
を
理
解
し
、負
担
し
た
り
納
め
た
り
す
る
こ
と

が
大
切
だ
と
感
じ
た
。様
々
な
特
性
に
適
し
た
活
躍

の
場
を
提
供
し
、社
会
の
変
化
に
伴
い
な
が
ら
税
金

の
用
途
も
変
化
し
て
い
く
こ
と
で
、さ
ら
な
る
発
展
へ

繋
が
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。そ
し
て
税
金
で
豊

か
な
国
を
創
って
い
け
る
と
私
は
信
じ
て
い
る
。

中村  誠  税理士事務所

税理士　中村　誠
北九州市若松区東二島5丁目9番22-207号

TEL 791－6877
FAX 791－6877



9 4

!"#$ #%&'%#()

!"#$%&

'()*!"+,-.

/0123425678
!9:;<=>?1@AB
CDE123425=7
8&;

!
CD=FG;%HIJ
KLM6N$OPQR
=78SBCDE1T
UV23425=78
SW&

"
CDE1&H178SXOPQ
RY6Z[\=]^_1SX`
HB234251ab&;JK
LM=QcdefgRHhD^
i&;

#

!"!"#$%&'()
*+,-./01
23#4#56

789$%:;<:=

>?@AB86C

,->DEF:;<:
=>GH%?@A(I

(),-1J3K#
4.L':;<:=
MNO?@A(I

L&'PQR)SNL
?@MTA4#6 /0123425678!9:;<=/jk6#$dl

m1Vno?1hD^i&;

/jk6#$R1h$VJKLM=pqSBno?1r

6sftYuvfw=xiVyzSV{^|

}o~_^6�ÄR1ÅÇBJKLM

=hD^iSBno?1r6ÉK=u

vfwYxiVyzSV{^|

OPLMÑÑ6OP

Q1ÖÜBJKLM

Iáàâäãåçé1N

è%&

,->UV%W)X4

#!$%&6LI

ê ë:^6íì$IB'()*î+ï%H1JKñO=óòX{66B'()*!"+ôö%H1JKLM6CD!õ_N_òX

úù6ûü†Níì$H&°JKLM=É¢SX23425=78HÜ;£|1NòXö§•IBÉ¢/¶=ßXSX2342

5=78SV$X®©™´!¨è%&6HB"≠Æ©®Ø$°

YZ#[M6

JKLMI∞àâäãåç±YNè%&°'()

*!"+ôö_^'()*Ñ+Ñö≤CD=F

GXö≥%H6¥6uvfw=hµ∂6?H

∑∏π∫ªº=ó|?1hÜ%SVIBΩ

sft=æø&;N¿6?¡1£èBuvf

wYxiVyzSV©®Ø$°

!"!"#$%&'()*+,-./01$%&23&45'

63&789:;<()*+

!!!

23425¬ó/jk6JKñO√

H&°JKI'()*!"+!ö_^

FG;ëY1Nè%&!BCD!õ

$V$N$XUB23425678

!9:%&°SX!òVΩlHIç

ƒπ≈_^6hD^i

\]A%W)X4^

_.B8#`a1bcLI

}o6∆ÅI«»="…©®Ø$°

 o6∆Å

(
F
M

(
F
M

間
税
会

税
理士会

免税事業者が令和５年10月１日から令和11年９月30日の属する課税期間において令和５年10月
２日以後にインボイス発行事業者となる場合には登録申請書に登録希望日（提出日から15日以
降）を記載する必要があり、当該登録希望日に登録されたものとみなされます。詳しくは税理士
にご相談ください。

税 理 士 会 若 松 支 部（五十音順）

税理士法人
名　　　　　称 事　務　所　所　在　地 電　話

２８２-７９１３九思税理士法人　福岡事務所 遠賀郡岡垣町旭台３丁目２番４号
７６１-４１２５税 理 士 法 人 　 竹 内 会 計 北九州市若松区白山１丁目９番４号

６１６-８２１８ア ネ ー ラ 税 理 士 法 人
アネーラ税理士法人　中間事務所

北九州市若松区ひびきの１番８号 北九州学術研究都市事業化支援センター３階
２４５-１６００中間市東中間2丁目19番28号

電　　話事　務　所　所　在　地氏　　名電　　話事　務　所　所　在　地氏　　名
２８３-２４４５穴井　秀幸 遠賀郡岡垣町中央台１丁目１１番９号

２４３-１１８８井浦　幹夫 中間市東中間１丁目７番３号 ７４１-５７７５田口　真崇 　　  〃　　　  小敷ひびきの３丁目５番１号
　　　　　　   田口和博税理士事務所

２８１-５００５石田　光明 遠賀郡岡垣町戸切１３８７ ７６１-４１２５竹内　清二 　　  〃　　　  白山１丁目９番４号
　　　　　　　税理士法人　竹内会計

２４５-６７４８石田　義英 中間市中央２丁目５番２３号 090
8625-7000藤堂　信司

２４５-４３７２伊藤　道夫 　 〃 　弥生1丁目１４番４３号 ７５１-００３０時永　昌和 北九州市若松区白山１丁目１８番６号
　　　　　　　　　　　　アイビル２F

２８２-２８２５中尾　寿子 遠賀郡岡垣町東山田１丁目
　　　　　　　　　　１番１４ー２０１号７４２-２９１０猪原　清典 北九州市若松区青葉台西３丁目22番５号

７９１-６８７７中村　　誠 　　  〃　　　  東二島５丁目９番
　　　　　　　　　　　  ２２ー２０７号

７６１-４１２５中村　淑恵 　　  〃　　　  白山１丁目９番４号
　　　　　　　税理士法人　竹内会計

２０１-１６７１宇野　耕一 遠賀郡水巻町緑ヶ丘２丁目４番６号

２８２-７９１３植園大佳詞 遠賀郡岡垣町旭台３丁目２番４号

２８２-５７９２西澤　　勉

９８０-４４２５大津　康裕 北九州市若松区東二島５丁目１４番６９号

２４６-１７０３仁部　義宏 　〃　岩瀬１丁目８番１号
　　　　　　東海倶楽部Ⅰー２０３号

大塚　克己 中間市中間1丁目8番1号-202号

７５１-０７０５能美　雅昭

７９１-７００５小野　益博 　　  〃  　　　片山１丁目６-１-１０２号

７４１-４４０３岡部　勝成 　　  〃  　　　大字大鳥居４２５

２０３-３００１片山　和博 遠賀郡水巻町梅ノ木団地４１番１７号
　　　　　　　　　　　 K＆Kビル２F

５５３-０２９０野上　浄治

７０１-４１８０加藤　博道 　〃 　遠賀町大字別府3178番地３

　　  〃  　　旭南１７番６号 ２８３-４０２７野末　昌資２４６-１６８５工藤　泰則 中間市中間３丁目１８番５号

２８２-２８２５久保田浩一 ７６１-６９９３濵﨑　　恭 北九州市若松区本町３丁目１１番１号
　 ベイサイドプラザ若松本館４F坂根洋輔税理士事務所

２８２-２４９６倉地　和敏 　　  〃    　南高陽６番１２号 ２０１-６４６１原　　和枝

７９１-５８８１古後　和弘 北九州市若松区鴨生田３丁目１４番５号

６１６-８２１８小竹エリナ 　　　〃　　　 ひびきの１番８号-３階
　　　　　　　アネーラ税理士法人 ２４４-５６０８久野　靖典

２８２-２８２５小林　香織 遠賀郡岡垣町東山田１丁目１番１４-２０１号
　　　　　　中尾寿子税理士事務所

遠賀郡岡垣町東山田１丁目１番１４-２０１号
　　　　　　中尾寿子税理士事務所

２８３-２３４５深田　満子２０１-５５９１近藤　邦雄 　〃　 水巻町頃末南３丁目１９番２５号

２９３-３９４５古津　　剛

２４４-４４５１坂口　充笑 中間市大字下大隈１７０３番地

７４１-２７６５堀江　祐治

７０１-３０７８坂口　誠一 北九州市若松区用勺町30番６号

２９１-５６０１松田　剛和

７６１-６９９３坂根　洋輔 　　  〃    　　本町３丁目１１番１号
　　　ベイサイドプラザ若松本館４F

中間市小田ヶ浦１丁目１番１７号

遠賀郡岡垣町東山田１丁目１０番４０号

９８０-２１９０西田　　均 　〃 　水巻町宮尾台５番１２号

２４４-１０２０西原　正司 中間市鍋山町５番２０号

７７１-４３５５中村　悦郎 北九州市若松区白山1丁目7番3号

北九州市若松区中川町３番２５号

遠賀郡岡垣町野間２丁目２番４号

遠賀郡岡垣町大字高倉５７５番地

７４１-４８９４藤本　泰秀 北九州市若松区青葉台東１丁目７番24号

遠賀郡水巻町頃末南２丁目４番１６号

中間市桜台２丁目１４番５号

遠賀郡遠賀町松の本５丁目１０番１８号

北九州市若松区青葉台南３丁目６番４号

６１６-８２１８松木摩耶子

７４１-５５５６樋口　之春 北九州市若松区高須東４丁目６番22号

遠賀郡遠賀町旧停１丁目４番７号

松原　友慈 　 〃　 芦屋町高浜町18番40号

山形　大輔 北九州市若松区高須東４丁目６番22号

森岡　政志 遠賀郡岡垣町旭南１６番１３号

中間市東中間2丁目19番28号
　　　アネーラ税理士法人 中間事務所 ２４５-１６００武藤　　淳

５５５-１８９４澤田　一弘 　　  〃    　　青葉台西５丁目１７番２号

４８２-８２７７塩野谷直紀 遠賀郡岡垣町大字内浦１５０番地１

７５１-３０２１平島　靖元 北九州市若松区本町３丁目２番23号

２９３-９２７８白石　哲則 　　  〃   　　大字上別府５９４番地

２９３-７１３７城野　博美 遠賀郡遠賀町芙蓉２丁目６番11号

９８０-１１３５鈴木　良樹

柴田　拓保 北九州市若松区本町1丁目９番８号
　　　   　　　 プレステージ本町301号

８６３-０１７５

７０１-６７８０

山根　慎一７０１-３５６７副田　義男 北九州市若松区二島６丁目４番５５号
　　　　　　　　　　第５竹ビル３階

中間市土手ノ内３丁目３５ー２７

遠賀郡水巻町中央９－２６－２F

中間市鍋山町１６番１号 ２４５-５８５７吉田　秀樹

090
2732-6266

090
9656-0750

090
8268-9579

７４１-５７７５田口　和博 北九州市若松区小敷ひびきの３丁目
　　　　　　                     ５番１号

２８３-０３８０木村　博俊 　〃 　岡垣町旭台3丁目11番4号

050
5211-7461

２４５-５４９１髙司　　靖 中間市岩瀬西町４番３９号

　　　〃　　　 ひびきの１番８号-３階
　　　　　　　アネーラ税理士法人

２８２-１６７５高瀬　浩司 遠賀郡岡垣町公園通り1丁目１０番１５号

インボイス制度開始後の登録手続き
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《
年
途
中
で
土
地
の
売
買
を
し
た
場
合
》

Q
　
　
私
は
令
和
４
年
12
月
22
日
に
、自
己
所
有
地
の
売
買
契
約
を
締
結
し
、翌
年
の

令
和
５
年
1
月
10
日
に
買
主
へ
の
所
有
権
移
転
登
記
を
済
ま
せ
ま
し
た
。

　
　
　
令
和
５
年
度
の
固
定
資
産
税
は
、誰
に
課
税
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

A
　
　
令
和
５
年
度
の
固
定
資
産
税
は
、あ
な
た
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
り
、土
地
・
家
屋
は
そ
の
年
の
1
月
1
日（
賦
課
期
日
）

現
在
、登
記
簿
に
所
有
者
と
し
て
登
記
さ
れ
て
い
る
人
に
対
し
て
、当
該
年
度
の
固

定
資
産
税
を
課
税
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

《
住
宅
を
新
築
し
た
場
合
》

Q
　
　
私
は
令
和
元
年
９
月
に
住
宅
を
新
築
し
ま
し
た
が
、令
和
５
年
度
分
か
ら
固
定

資
産
税
が
急
に
高
く
な
り
ま
し
た
。な
ぜ
で
し
ょ
う
か
？

A
　
　
新
築
の
住
宅
が
一
定
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
場
合
、新
た
に
固
定
資
産
税
が
課

税
さ
れ
る
年
度
か
ら
３
年
度
分（
地
上
３
階
建
以
上
の
中
高
層
耐
火
住
宅
等
は
５

年
度
分
。た
だ
し
、長
期
優
良
住
宅
に
該
当
す
る
場
合
は
、各
２
年
度
分
延
長
さ

れ
ま
す
。）は
、一
戸
当
た
り
1
2
0
㎡
ま
で
の
固
定
資
産
税（
家
屋
分
）が
２
分
の

１
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
あ
な
た
の
場
合
は
、令
和
２・３・４
年
度
の
相
当
部
分
の
税
額
が
２
分
の
１
に
減

額
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、令
和
５
年
度
は
減
額
適
用
期
間
が
終
了
し
た
こ
と
に
よ

り
、本
来
の
税
額
に
戻
っ
た
た
め
で
す
。

　
　
※
固
定
資
産
税
の
制
度
に
つ
い
て
詳
し
い
ご
説
明
が
必
要
な
場
合
は
、お
住
ま
い
の

市
町
村
の
固
定
資
産
税
窓
口
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

《
福
岡
県
と
県
内
全
市
町
村
か
ら
の
お
知
ら
せ
》

〜
事
業
主
の
皆
さ
ま
へ
〜

◆
福
岡
県
内
全
市
町
村
は
、個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
を
徹
底
し
て
い
ま
す
！

　
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
と
は
、所
得
税
の
源
泉
徴
収
と
同
様
に
、給
与
支
払
者
で
あ
る
事

業
主
の
方
が
、従
業
員
の
方
に
毎
月
支
払
う
給
与
か
ら
個
人
住
民
税
を
差
し
引
き
、納
税
義
務

者
で
あ
る
従
業
員
の
方
に
代
わ
っ
て
市
町
村
に
納
入
し
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

　
特
別
徴
収
は
、従
業
員
の
方
が
自
分
で
金
融
機
関
等
に
納
税
に
行
く
手
間
が
省
け
ま
す
し
、納

税
を
忘
れ
て
滞
納
と
な
っ
た
り
、延
滞
金
が
か
か
る
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、税
額
計
算
は
市
町

村
で
行
い
ま
す
の
で
、所
得
税
の
よ
う
に
事
業
主
の
方
が
毎
月
計
算
す
る
手
間
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
原
則
と
し
て
全
て
の
従
業
員
の
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
が
、県
内
市
町
村
統
一
で
設
定
し
た
基

準
に
該
当
し
、か
つ
、特
別
徴
収
が
困
難
な
従
業
員
の
方
が
い
る
場
合
は
、給
与
支
払
報
告
書
を

提
出
す
る
際
に「
普
通
徴
収
申
請
書
」に
よ
る
手
続
き
を
行
う
こ
と
で
特
別
徴
収
を
行
わ
な
い
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
手
続
き
が
な
い
場
合
は
特
別
徴
収
と
な
り
ま
す
。該
当
す
る
場
合
は
お
手
続
き
を
お
忘

れ
な
く
！

　
詳
し
く
は
福
岡
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　「
個
人
住
民
税
　
特
別
徴
収
推
進
の
ひ
ろ
ば
」　
福
岡
県

　特
別
徴
収
推
進

　検
索

お
問
い
合
わ
せ
先

　【
制
度
に
関
す
る
こ
と
】

　
　
福
岡
県
税
務
課
指
導
係

　
　
☎
0
9
2
・
6
4
3
・
3
0
６
６

　【
手
続
き
に
関
す
る
こ
と
】

　
　
各
市
町
村
個
人
住
民
税
担
当
課

県
税
だ
よ
り

↑

令和５年度　「税を考える週間」　行事日程表

これからの社会に向かって

受贈者の皆様、おめでとうございます

若松税務署長　感謝状受贈者　　小林　香織　（九州北部税理士会若松支部）

若松税務署長　感謝状受贈者　　芦屋町役場　税務課

若松税務署長　感謝状受贈者　　北九州市財政局　西部市税事務所　若松税務課

　国税庁では、国民の皆様に租税の意義や役割、税務行政に対する知識と理解を深めていた
だくため、１年を通じて租税に関する啓発活動を行っており、毎年11月11日から17日を「税
を考える週間」として、集中的に様々な広報広聴施策を実施しています。
　国税庁ホームページ内に「これからの社会に向かって」をテーマとした特設ページを設け
ておりますので、是非、ご覧ください。

月 日 曜 行　事　名 開始 終了 主　　催 場　　所

11 3 金 バス研修 9：00 18：00 若松法人会 大分県日田市

11 14 木 ラジオ放送「明日への扉」 11：00 12：00 若松法人会 エアステーションひびき

11
10
〜
14

金
〜
火

小学生の税の書道展
（最終日は 15 時まで） 9：30 20：00 若松税務推進協議会 サンリブ若松１階

催事場

11 17 金 税の無料相談会 10：00 15：00 中間・遠賀郡４町
商工会

ゆめタウン遠賀１階
フードコート

11 26 日 バス研修 9：00 18：00 間税会 大分県日田市

11 29 水 税務研修会（若松税務署長） 15：00 16：00 税理士会、法人会及び
間税会青年部

若松税務署
４階大会議室

11
中旬～
下旬

納税表彰（表敬訪問） － －

若松税務署 各表彰場所
表彰校税に関する高校生の作文表彰 － －

租税教育推進校表彰 － －

12 中旬 中学生の税についての
作文表彰 － － 若松納税貯蓄組合連合会

若松税務署 表彰校

～「税を考える週間」とは～
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秋
の
深
ま
り
に
つ
れ
て
、
ち
ょ
っ
と

感
傷
的
に
な
っ
た
り
知
識
欲
が
頭
を
も

た
げ
て
き
た
り
し
が
ち
で
す
。「
い
や
、

私
は
何
と
い
っ
て
も
食
欲
！
」
と
い
う
方
も
？
今
年
の
秋

は
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
な
ど
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　「
ク
ラ
シ
ッ
ク
は
敷
居
が
高
く
て
」
と
お
っ
し
ゃ
る
方
、

そ
ん
な
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
後
期
ロ
マ
ン
派
と
呼
ば

れ
る
十
九
世
紀
後
半
ま
で
は
口
ず
さ
め
る
様
な
親
し
み
や

す
い
メ
ロ
デ
ィ
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
早
速

時
代
に
沿
っ
て
バ
ロ
ッ
ク
音
楽
か
ら
。
十
七
世
紀
初
頭
、

宗
教
改
革
に
よ
っ
て
教
会
は
そ
の
威
厳
を
保
つ
た
め
に

増
々
華
美
に
な
り
、
そ
こ
で
演
奏
さ
れ
る
教
会
音
楽
も
華

麗
な
曲
が
増
え
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
時
代
に
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
等
の
弦
楽
器
の
製
造
技
術
も
大
き
く
進
歩
し
作
曲
家
の

技
量
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
イ
タ
リ
ア
で

赤
毛
の
司
祭
と
呼
ば
れ
て
い
た
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
は
生
涯

で
六
百
曲
以
上
の
楽
曲
を
書
き
ま
し
た
が
、
最
も
有
名
な

の
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
「
四
季
」
で
し
ょ
う
。
春
か
ら

冬
の
四
曲
を
そ
れ
ぞ
れ
急
緩
急
の
三
楽
章
に
分
け
季
節
の

移
り
変
わ
り
と
そ
こ
で
暮
ら
す
庶
民
の
生
活
を
見
事
に
表

現
し
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
特
に
イ
ム
ジ
チ
合
奏
団
に
よ

る
演
奏
が
好
ま
れ
て
い
ま
す
。
イ
ム
ジ
チ
は
こ
れ
ま
で
四

季
だ
け
で
九
回
も
録
音
し
て
い
ま
す
が
、
特
に
三
回
目
の

レ
コ
ー
ド
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
初
の
ミ
リ
オ
ン
セ
ラ―

を
記
録

し
、
こ
の
記
録
は
未
だ
破
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
因
み
に
私

は
一
九
五
九
年
に
録
音
さ
れ
た
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
が

フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
ア
ー
ヨ
の
版
が
一
番
好
き
で
す
。
さ
て
そ

の
こ
ろ
ド
イ
ツ
で
は
そ
の
功
績
の
多
さ
か
ら
大
バ
ッ
ハ
と

呼
ば
れ
る
ヨ
ハ
ン
・
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
バ
ッ
ハ
が
活
躍
し

雑
談
室

て
い
ま
し
た
。
有
名
な
曲
は
数
あ
れ
ど
、
管
弦
楽
組
曲
第

三
番
の
中
で
の
一
曲
が
Ｇ
線
上
の
ア
リ
ア
と
し
て
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。
因
み
に
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
Ｇ
線
の
み
で
演

奏
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
と
い
う
の
は
誤
っ
た
情
報
で
、

移
調
し
た
ら
Ｇ
線
だ
け
で
演
奏
で
き
た
と
い
う
結
果
論
で

後
年
付
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
そ
ろ
そ
ろ
な
じ
み
深
い
古
典
派
に
行
き
ま
し
ょ
う
。
十

九
世
紀
初
頭
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
オ
ス
マ
ン
帝
国
を
破
り

す
。
し
か
し
百
曲
以
上
の
交
響
曲
を
書
い
た
ハ
イ
ド
ン
の

中
で
有
名
な
曲
は
？
と
言
っ
て
も
ピ
ン
と
来
な
い
方
が
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
と
い
う
の
も
無
理
は
な
い

話
で
、
少
し
意
表
を
突
い
た
曲
が
多
く
、「
告
別
」
と
い
う

曲
は
何
度
も
演
奏
を
リ
ク
エ
ス
ト
さ
れ
な
か
な
か
帰
れ
な

い
楽
団
の
為
に
演
奏
者
が
一
人
ず
つ
席
を
立
っ
て
い
な
く

な
る
演
出
を
取
り
入
れ
た
り
、「
驚
愕
」
と
い
う
曲
で
は
演

奏
中
に
居
眠
り
す
る
貴
族
を
起
こ
す
た
め
突
然
大
音
量
で

大
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
す
な
ど
、
ひ
ね
く
れ
た
？
曲
の
方
が

有
名
で
す
。「
英
雄
」の
タ
イ
ト
ル
で
有
名
な
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
の
交
響
曲
第
三
番
は
も
と
も
と
フ
ラ
ン
ス
革
命
で
の
ナ

ポ
レ
オ
ン
を
讃
え
る
た
め
に
作
ら
れ
「
ボ
ナ
パ
ル
ト
」
と

名
付
け
ら
れ
ま
し
た
が
、後
に
皇
帝
と
な
り
独
裁
者
と
な
っ

た
事
を
嫌
い
「
あ
る
英
雄
の
た
め
に
」
と
改
変
さ
れ
ま
し

た
。
因
み
に
ロ
シ
ア
の
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
は
ナ
ポ
レ
オ
ン

が
ロ
シ
ア
に
攻
め
込
む
も
の
の
ロ
シ
ア
軍
の
戦
術
に
は
ま

り
惨
敗
し
た
こ
と
を
祝
い1812

年
序
曲
を
作
曲
し
ま
し

た
。
ど
う
も
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
作
曲
家
か
ら
は
嫌
わ
れ
て
い

た
よ
う
で
す
。

　
さ
て
大
急
ぎ
で
ロ
マ
ン
派
。
十
九
世
紀
後
半
に
か
け
て

の
こ
の
時
代
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
、
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
、
ワ

グ
ナ
ー
等
と
て
も
多
く
の
作
曲
家
が
活
躍
し
ま
す
が
、
祖

国
を
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
す
る
ピ
ア
ノ
の
詩
人
と
呼
ば
れ
た

シ
ョ
パ
ン
は
皆
さ
ん
の
知
る
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。
特
に
ロ
シ

ア
の
圧
政
が
続
く
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
市
民
が
立
ち
上
が
っ
た

十
一
月
蜂
起
に
共
感
し
て
作
ら
れ
た
革
命
の
エ
チ
ュ
ー
ド

は
彼
の
祖
国
へ
の
熱
い
思
い
が
垣
間
見
れ
ま
す
。
そ
し
て

現
在
、
地
球
上
の
全
て
の
人
々
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

時
代
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。

（
猫
介
）

ハ
ン
ガ
リ
ー
を
手
中
に
し
、
そ
の
都
ウ
イ
ー
ン
は
栄
光
に

包
ま
れ
た
音
楽
の
都
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
頃
は
世
界
の

中
で
の
音
楽
の
中
心
は
イ
タ
リ
ア
か
ら
ド
イ
ツ
に
移
り
、

オ
ペ
ラ
が
重
用
さ
れ
た
時
代
か
ら
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
駆
使

し
た
器
楽
曲
に
流
行
が
移
っ
て
い
ま
し
た
。
交
響
曲
の
父

と
呼
ば
れ
た
ハ
イ
ド
ン
、
神
童
と
知
ら
れ
た
モ
ー
ツ
ァ
ル

ト
、
そ
し
て
芸
術
家
と
言
わ
し
め
た
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
。

知
ら
な
い
者
は
い
な
い
と
も
言
え
る
大
作
曲
家
の
時
代
で

芸
術
の
秋
に
あ
や
か
っ
て
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高
塔
山
を
源
に
す
る
旧
栄
盛
川
の
水

は
、
北
湊
町
で
暗
渠
に
く
ぐ
っ
て
い
る
。

昭
和
の
は
じ
め
ご
ろ
に
、
旧
制
若
松

中
学
校
に
通
っ
た
人
た
ち
は
今
の
大
井

戸
通
り
の
峠
を
下
り
る
と
、
道
の
す
ぐ

右
側
が
海
岸
の
バ
ラ
瀬
で
、
川
は
こ
こ

に
流
れ
込
ん
で
い
た
の
を
知
っ
て
い
る

は
ず
だ
。

そ
こ
か
ら
先
は
人
家
も
ま
ば
ら
で
、

夜
に
で
も
な
れ
ば
人
通
り
は
ほ
と
ん
ど

な
か
っ
た
。
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